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本 報 告 書 は 、 日 本 自 転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の 一 部 で あ る

機 械 工 業 振 興 資 金 の 補 助 を 受 け て 作 成 し た も の で あ る。



「





序

デ ー タ ベ ー ス は 、 わ が 国 の 情 報 化 の 進 展 上 、 重 要 な 役 割 を 果 た す も の と 期 待

さ れ て い る。 今 後 、 デ ー タ ベ ー ス の 普 及 に よ り、 わ が 国 に お い て 健 全 な 高 度 情

報 化 社 会 の 形 成 が 期 待 さ れ る。 さ ら に 海 外 に 対 し て 提 供 可 能 な デ ー タ ベ ー ス の

整 備 は 、 国 際 的 な 情 報 化 へ の 貢 献 お よ び 自 由 な 情 報 流 通 の 確 保 の 観 点 か ら も 必

要 で あ る。 し か し な が ら、 現 在 わ が 国 で 流 通 し て い る デ ー タ ベ ー ス の 中 で わ が

国 独 自 の も の は1/4に す ぎ な い の が 現 状 で あ り、 わ が 国 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ

ス ひ い て は バ ラ ン ス あ る 情 報 産 業 の 健 全 な 発 展 を 図 る た め に は、 わ が 国 独 自 の

デ ー タ ベ ー ス の 構 築 お よ び デ ー タ ベ ー ス 関 連 技 術 の 研 究 開 発 を 強 力 に 促 進 し 、

デ ー タ ベ ー ス の 拡 充 を 図 る 必 要 が あ る。

こ の よ う な 要 請 に 応 え る た め 、(財)デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー で は 日 本 自

転 車 振 興 会 か ら 機 械 工 業 振 興 資 金 の 交 付 を 受 け て 、 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 お よ び

技 術 開 発 に っ い て 民 間 企 業 、 団 体 等 に 対 して 委 託 事 業 を 実 施 し て い る。 委 託 事

業 の 内 容 は 、 社 会 的 、 経 済 的 、 国 際 的 に 重 要 で 、 ま た 地 域 お よ び 産 業 の 発 展 の

促 進 に 寄 与 す る と 考 え ら れ て い る デ ー タ ベ ー ス の 構 築 と デ ー タ ベ ー ス 作 成 の 効

率 化 、 流 通 の 促 進 、 利 用 の 円 滑 化 ・容 易 化 な ど に 関 係 し た ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 ・

ハ ー ド ウ ェ ア 技 術 で あ る。

本 事 業 の 推 進 に 当 た っ て 、 当 財 団 に 学 識 経 験 者 の 方 々 で 構 成 さ れ る デ ー タ ベ

ー ス 構 築 ・技 術 開 発 促 進 委 員 会(委 員 長 東 京 工 科 大 学 教 授 西 野 博 二 氏)を

設 置 し て い る。

こ の 「マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ ス の デ ー タ ベ ー ス

化 」 は 平 成 元 年 度 の デ ー タ ベ ー ス の 構 築 促 進 お よ び 技 術 開 発 促 進 事 業 と し て 、

当 財 団 が(社)日 本 シ ス テ ム ハ ウ ス協 会 に 対 し て 委 託 実 施 し た 課 題 の 一 つ で あ

る。 こ の 成 果 が 、 デ ー タ ベ ー ス に 興 味 を お 持 ち の 方 や 諸 分 野 の 皆 様 方 の お 役 に

立 て ば 幸 い で あ る。

な お 、 平 成 元 年 度 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 促 進 お よ び 技 術 開 発 促 進 事 業 で 実 施 し

た 課 題 は 次 表 の と お り で あ る。

平 成2年3月

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー





平成 元年度 デー タベ ース構築 ・技術 開発 促進委託 課題

分 野 課 題 名

1気 候 情報デ ータベースの構築

2電 磁波 環境障害に関す るデ ータベースの構築

3災 害情 報 シソーラスの構築

4意 味情報を中核 とした医療評価デ ータベースとコ ミュニケ ーションシステ

社 会 ムの構築

5ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンの情 報 ニ ーズ に即 した ラ イ フサ ポー トデ 一 夕 ペ

一スの構築

6博 物館情報デ ータベ ース システムの構築

7中 央省庁 での電子計算機利用 に関す る報告書 のデ ータベ ース化
1

8沖 縄地域 における文化情報 データベースの構築

地 域 活 性 化 9九 州地域の人材情報デ ータベース構築に関す る調査研究

10高 岡市商圏デ ータベースの構築

中 小 企 業 振 興 11地 域 の物産 ・人材 ・文化情報のデ ータベース構築 と新 しい地域間交流推進

に関す る調査研究
1

地 図
`

12マ ルチメデ ィア型地図デ ータベース構築のための調査研究

エ ネル ギ ー ・資源

1

13燃 焼技 術 と燃 焼装置設計のデ ータベース作成

14技 術支 援 システムにお ける産業機械部品デ ータベースの構築

部 品 ・ 材 料

15マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの プ ログ ラマ ブル 周 辺 デ バ イ スの デ ー タベ ース構 築
,

16イ オ ンク ロマ トグ ラ フ ィー ・デ ー タベ ー スの構 築

標 準 化

17CD-ROMマ ル チ メデ ィアデ ー タ フ ォ ーマ ッ トの 調 査

海 外 18デ ー タ ベ ー ス構 築 の た めの タ ー ミノ ロ ジ ーの 調査 研 究

19異 種デ ータか ら構成 されるデ ータベースの総合的処理技術 に関す る調査研

技 術 究

20バ イナ リモデ ルに基づ く先端的文書検索 システムの開発
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1.は じ め に

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 し て 機 器 や シ ス テ ム を 開 発 す る 中 小 規 模 の 研 究

開 発 型 企 業 は,慢 性 的 に 開 発 環 境 の 不 備 に 悩 ま さ れ 続 け て い る。 こ れ ら の 企 業

が 人 材,環 境,プ ロ ジ ェ ク ト管 理,技 術 情 報 の 収 集 と 把 握 と い っ た 成 長 の た め

の 条 件 を 満 足 さ せ る た め に は,多 額 の 資 金 が 必 要 と な り ,個 々 の 企 業 で 対 応 す

る の は 限 界 が あ る 。

本 事 業 は,人 材 に 関 し て は 育 成 を 目 的 と し,開 発 環 境 に 関 し て は 開 発 効 率 を

向 上 さ せ る こ と を 目 的 と し て い る。

し た が っ て,こ の デ ー タ ベ ー ス は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 周 辺 デ バ イ ス の

内 容 や,そ の デ バ イ ス の 応 用 分 野 に 関 す る 専 門 知 識 を 格 納 し て お り,マ イ ク ロ

コ ン ピ ュ ー タ 開 発 技 術 者 が ソ フ ト ド ラ イ バ を 作 成 す る 場 合 の 開 発 環 境 の 中 で 機

能 す る 。

本 報 告 で は,前 回 の 報 告 に 引 続 き さ ら に デ ー タ ベ ー ス 化 す る デ バ イ ス を 増 や

し デ バ イ ス ご と に 異 な る 仕 様 の デ ー タ ベ ー ス 化 お よ び,デ ー タ ベ ー ス の 利 用 に

つ い て 報 告 す る 。

一1一



2.デ ー タ ベ ー ス の 構 築 体 制

デ ー タ ベ ー ス の 構 築 と そ の 評 価 は,次 の グ ル ー プ で 行 な っ た 。

2.1構 築 グ ル ー プ

メ ン バ ー(日 本 シ ス テ ム ハ ウ ス 協 会 デ バ イ ス 専 門 委 員 会)

委 員 長 大 原 茂 之 東 海 大 学

委 員 宇 賀 神 孝 ア ン ド ー ル シ ス テ ム サ ポ ー ト(株)

小 野 口 芳 治(株)ビ ッ ッ

高 橋 邦 夫(株)応 用 シ ス テ ム 研 究 所

高 橋 重 眞(社)日 本 シ ス テ ム ハ ウ ス 協 会

野 村 勝 幸 東 海 大 学

水 本 勝 也 東 海 大 学

岩 男 剛 宣 東 海 大 学

担 当 業 務 プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ ス に お け る デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

の 設 計,開 発 。

2.2情 報 提 供 グ ル ー プ

メ ン バ ー 社 団 法 人 日 本 シ ス テ ム ハ ウ ス 協 会

デ ー タ ベ ー ス 専 門 委 員 会

担 当 業 務 各 種 プ ロ グ ラ マ ブ ル の 資 料 を 収 集 し た 。

■
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3.デ ー タ ベ ー ス の 概 要

3.1利 用 の 目 的

プ ロ グ ラ マ ブ ル 周 辺 デ バ イ ス の 初 期 化 プ ロ グ ラ ム の 自 動 生 成

3.2対 象 ユ ー ザ

シ ス テ ム ハ ウ ス を は じ め と す る コ ン ピ ュ ー タ 関 連 会 社 に お け る マ イ ク ロ コ ン

ピ ュ ー タ 応 用 技 術 者 や 通 信,電 子 関 連 技 術 者 。

3.3登 録 デ バ イ ス の 種 類

(1)前 回 報 告 書 で 取 り 扱 っ た 周 辺 デ バ イ ス の 種 類

8251,8259

8255,μPD72001

8253

(2)新 た に 登 録 す る デ バ イ ス の 種 類

M5L8251AP-5,i8253-5

M5L8253P-5,i8255A-5

M5L8255AP-5,i8255A

M5L8259AP-5,Z80PIO

i8251A,Z80CTC

3.4デ ー タ ベ ー ス の 内 容

周 辺 デ バ イ ス の メ ー カ 仕 様 か ら 周 辺 デ バ イ ス の 初 期 化 に 必 要 と な る 情 報 を 抽

出 し デ ー タ ベ ー ス 化 し た 。
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4.デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム の 内 容

前 回 の 報 告 で は,UNIX上 でSQL言 語 対 応 のUNIFYを 使 用 し た 。(

UNIFYは,既 存 の リ レ ー シ ョ ナ ル ・ デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム で あ る 。)今

回 の 報 告 で は,MS-DOS上 でC言 語,MS-WINDOWSを 使 用 し た 。

外 部 環 境 の 変 更 理 由 を 以 下 に 示 す 。

①UNIFYで は,周 辺 デ バ イ ス の 異 な る 仕 様 を 吸 収 し き れ な い

②SQL言 語 で の デ ー タ ベ ー ス 検 索 操 作 能 力 で は,初 期 化 プ ロ グ ラ ム の 自 動 生

成 シ ス テ ム の 構 築 が 困 難 で あ る

③ プ ロ ト タ イ プ の 構 築 に お い てMS-DOS上 の 方 が 有 利 で あ る

→
←

図4.1シ ス テ ム の 構 成
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5.デ ー タ ベ ー ス の 構 造

デ ー タ ベ ー ス の 構 造 は,図5.1に 示 す よ う に 木 構 造 に な っ て い る。 デ ー タ

は,ノ ー ド に よ り 分 類 さ れ リ ー フ に 格 納 さ れ て い る 。 図5.1は,ル ー ト か ら

の ノ ー ド分 岐 の み を 示 し た も の で あ る 。

周 辺 デ バ イ ス の 仕 様 記 述 は,一 般 的 に3っ の 部 分 に 分 類 可 能 で あ る 。

① 論 理 的 情 報 ノ ー ド

初 期 化 に 関 す る 情 報 等 の 周 辺 デ バ イ ス を 論 理 的 側 面 で 捉 え た と き の 情 報 。

② 物 理 的 情 報 ノ ー ド

電 気 的 特 性 等 の 物 理 的 側 面 で 周 辺 デ バ イ ス を 捉 え た と き の 情 報 。

③ 解 説 情 報

周 辺 デ バ イ ス 固 有 の 専 門 用 語,概 念 等 に 関 す る 情 報 。

以 下 の 節 で は,上 記3つ の 分 類 に よ る デ ー タ ベ ー ス の 構 造 を 示 す 。

論 理 的 情 報 物 理 的 情 報 解 洗 ↑盲 報

図5.1デ ー タ ベ ー ス の 構 造
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5.1論 理 的 情 報 ノ ー ド

こ こ で は,論 理 的 情 報 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス の 構 造 に っ い て 示 す 。

図5.2は,前 回 の 報 告 で の 論 理 的 情 報 ノ ー ド の 構 造 を 一 部 変 更 し た も の で

あ る 。 以 下 に 変 更 点 を 示 す 。

(1)初 期 化 設 定 シ ー ケ ン ス

前 回 で は,リ ー フ と し て 扱 い,初 期 設 定 の 流 れ を 示 す デ ー タ を 格 納 し て い た 。

今 回 の 構 造 で は,ノ ー ド と し て 扱 い,コ ー デ ィ ン グ フ ロ ー と 設 定 フ ロ ー の2っ

の リ ー フ を 追 加 し た 。

(2)コ ン ト ロ ー ル ワ ー ド

前 回 で は,リ ー フ と し て 扱 っ て い た 。 今 回 の 構 造 で は,ノ ー ド と し て 扱 い,

モ ー ド ワ ー ド と コ マ ン ド ワ ー ド の2つ の リ ー フ を 追 加 し た 。

上 記 の 変 更 点 は,多 種 の 周 辺 デ バ イ ス を デ ー タ ベ ー ス 化 す る 際 に 問 題 と な る

仕 様 の 違 い を 吸 収 す る こ と を 考 慮 し た も の で あ る 。

コ マ ン ド ワ ー ド

図5.'2デ ー タ ベ ー ス の 構 造(論 理 的 情 報)
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5,2物 理 的 情 報 ノ ー ド

こ こ で は,物 理 的 情 報 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス の 構 造 に つ い て 示 す。

周 辺 デ バ イ ス を 物 理 的 側 面 で 捉 え た 情 報 は,初 期 設 定 に 関 す る 情 報 と の 関 連

は 無 い が,本 デ ー タ ベ ー ス の 精 度 向 上 お よ び デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム の 発 展 を

考 え る 上 で 必 要 で あ る。

本 デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 基 本 機 能 は,周 辺 デ バ イ ス の 初 期 化 プ ロ グ ラ ム

自 動 生 成 で あ が,物 理 的 情 報 ノ ー ドの 取 入 れ に よ り,例 え ば 配 線 情 報 等 の 提 供

が 可 能 と な る。

上 述 し た よ う に デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム の 発 展 を 考 慮 し て 今 回 デ ー タ ベ ー ス

の 構 造 に 物 理 的 情 報 ノ ー ドを 取 り 入 れ た。 図5.3は,物 理 的 情 報 の 構 造 で あ

る。

図5,3デ ー タ ベ ー ス の 構 造(物 理 的 情 報)
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5.3解 説 情 報 ノ ー ド

こ こ で は,解 説 情 報 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス の 構 造 に つ い て 示 す。

解 説 情 報 は,主 に 論 理 的 情 報 に っ て 対 応 し て い る。 し た が っ て,解 説 情 報 ノ

ー ド以 下 の 構 造 は,論 理 的 情 報 ノ ー ド以 下 の 構 造 に 依 存 し て い る。 図5.4に

解 説 情 報 の 構 造 を 示 す。

図5.4デ ー タ ベ ー ス の 構 造(解 説 情 報 ノ ー ド)
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6.デ ー タ ベ ー ス の フ ォ ー マ ッ ト

デ ー タ ベ ー ス を 構 成 す る 各 リ ー フ の 内 容 お よ び フ ォ ー マ ッ ト に つ い て 以 下 に

示 す 。

6.1構 成

デ ー タ ベ ー ス の リ ー フ に 格 納 さ れ る デ ー タ の 内 容 を 以 下 に 示 す 。

(1)論 理 的 情 報 に つ い て

① モ ー ド ワ ー ド

各 社 の マ ニ ュ ア ル で は,コ ン ト ロ ー ル ワ ー ド お よ び モ ー ド ワ ー ド の 概 念 が 混

同 し て い る 。 こ こ で は,ワ ー ド 体 系 の 初 期 化 情 報 を 総 称 し て コ ン ト ロ ー ル ワ ー

ド と 呼 び,入 出 力 等 の 機 能 設 定 に 用 い ら れ る 初 期 化 情 報 を モ ー ド ワ ー ド と 呼 ぶ 。

し た が っ て,こ の ノ ー ド で は,周 辺 デ バ イ ス の 機 能 設 定 を 行 う 情 報 が 格 納 さ れ

て い る 。

② コ マ ン ド ワ ー ド

こ の リ ー フ に は,モ ー ド ワ ー ド に よ っ て 設 定 さ れ た 周 辺 デ バ イ ス の 機 能 を 制

御 す る 初 期 化 設 定 情 報 が 格 納 さ れ る。

③ コ ー デ ィ ン グ フ ロ ー

初 期 化 プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 手 順 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。

④ 設 定 フ ロ ー

初 期 化 プ ロ グ ラ ム 作 成 に と も な う ユ ー ザ へ の 要 求 入 力 手 順 が 格 納 さ れ て い る 。

(2)物 理 的 情 報 に っ い て

① 内 部 ロ ジ ッ ク

周 辺 デ バ イ ス の 内 部 構 成 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。

② ピ ン 情 報

ピ ン 情 報 リ ー フ に は,ピ ン 番 号,ピ ン 名,信 号 名,ピ ン 機 能 情 報 が 格 納 さ れ

て い る 。

③ 電 気 特 性

電 気 特 性 リ ー フ に は,タ イ ミ ン グ 情 報 お よ び 規 格 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。
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(3)解 説 情 報 に つ い て

① 概 要

周 辺 デ バ イ ス の 基 本 機 能 等 の 概 要 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。

② 機 能 情 報

モ ー ド情 報 ノ ー ド に リ ン ク さ れ て い る 機 能 情 報 リ ー フ で は,モ ー ド ワ ー ド に

よ っ て 設 定 さ れ る 各 機 能 に っ い て の 機 能 情 報 が 格 納 さ れ て い る。

③ ポ ー ト情 報

こ の リ ー フ に は,モ ー ド 別 に 割 り 当 て ら れ る ポ ー ト の 情 報 と モ ー ド の 共 有 条

件 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。

④ コ マ ン ド ワ ー ド

コ マ ン ド ワ ー ド に 関 す る 解 説 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。

⑤ モ ー ド ワ ー ド

モ ー ド ワ ー ド に 関 す る 解 説 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。

⑥ ス テ ー タ ス ワ ー ド

ス テ ー タ ス ワ ー ド に 関 す る 解 説 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。

⑦ 専 門 用 語 情 報

周 辺 デ バ イ ス 固 有 の 専 門 用 語 に 関 す る 解 説 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。
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6.2フ ォ ー マ ッ ト

各 種 基 本 デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト を 以 下 に 示 す 。

(1)論 理 的 情 報 に っ い て

① モ ー ド ワ ー ド,コ マ ン ド ワ ー ド お よ び ス テ ー タ ス 情 報

ビ ッ ト 番 号 設 定 条 件1 設 定 条 件2

整 数 文 字 列 文 字 列

ビ ッ ト番 号

モ ー ド ワ ー ド,コ マ ン ド ワ ー ド お よ び ス テ ー タ ス 情 報 に お け る 各 ビ ッ ト の 位

置 情 報

Do～D↑ の ビ ッ ト情 報 を 整 数0～7で 示 し た デ ー タ

設 定 条 件1

モ ー ド ワ ー ド 等 の ビ ッ トが"0"に な る た め の 条 件 情 報

設 定 条 件2

モ ー ド ワ ー ド 等 の ビ ッ ト が"1"に な る た め の 条 件 情 報

② コ ー デ ィ ン グ フ ロ ー お よ び 設 定 フ ロ ー

リ ン グ 番 号 動 作 リ ン ク 番 号1 リ ン ク 番 号2 リ ン ク 番 号3

整 数 文 字列 整数 整 数 ・ 整 数

コ ー デ ィ ン グ フ ロ ー お よ び 設 定 フ ロ ー は 判 断 と 処 理 の フ ロ ー で 表 現 さ れ る 。

こ こ で は,前 回 の 方 法 で フ ロ ー チ ャ ー ト(JIS規 格)を デ ー タ ベ ー ス 化 す る 。
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③ ア ク セ ス 情 報

機 能 信 号

文 字 列 文 字列

機 能

読 み だ し書 込 み の 機 能 に 対 す る 情 報

信 号

周 辺 デ バ イ ス の 読 み だ し/書 き込 み 制 御 回 路 に 入 力 す る 信 号 の 情 報

(2)'物 理 的 情 報 に っ い て

① ピ ン情 報

ピ ン 番 号 ピ ン 名 信 号 名 入 出 力 ピ ン機 能

整 数 文 字 列 文 字 列 文 字 列 文 字 列

ピ ン番 号

各 端 子 に 一 意 的 に っ け ら れ た 番 号

ピ ン名

各 端 子 の シ ン ボ ル 名

信 号 名

各 端 子 の 詳 細 の 名 称

入 出 力

各 端 子 の 入 出 力 方 向

ピ ン機 能

各 端 子 の 機 能
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② 電 気 特 性

規 格

記 号 パ ラ メ ー タ 最 小 値 最大 値 単 位 テ ス ト条 件

文字 列 文 字 列 実数 実数 文 字列 文 字列

タ イ ミ ン グ

タ イ ミ ン グ 情 報 は,視 覚 的 情 報 と し て デ ー タ ベ ー ス に 登 録 す る 。MS-WI

NDOWSのPAINT.EXE等 の ツ ー ル に よ り デ ー タ を 作 成 す る 。

ま た,以 下 の デ ー タ を 作 成 す る 。

番 号 記号 パ ラ メ ー タ 最小 値 最 大 値

整 数 文 字列 文 字列 実 数 実 数

番 号

視 覚 的 情 報 に 対 応 す る 番 号

記 号

視 覚 的 情 報 に 登 録 し た 信 号 の 記 号

パ ラ メ ー タ

番 号 で 示 さ れ た タ イ ミ ン グ 区 間 の 説 明
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7.デ ー タ ベ ー ス 化 の 手 順

以 下 に デ ー タ ベ ー ス 作 成 の 手 順 を 示 す 。

① デ ー タ ベ ー ス 化 す る 周 辺 デ バ イ ス の 仕 様 か ら 初 期 化 情 報 を 抽 出 す る 。

(資 料1)

② 抽 出 し た 情 報 を 上 述 し た 木 構 造 の ノ ー ド に 分 類 す る 。

③ 分 類 し た 情 報 を6.2節 で 定 め た フ ォ ー マ ッ ト に 変 換 す る 。

④ 各 リ ー フ を1っ の フ ァ イ ル 名 で デ ィ ス ク にSAVEす る 。
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8.デ ー タ ベ ー ス の 利 用

前 回 の デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム で は,SQL言 語 を 用 い て デ ー タ ベ ー ス を 検

索 し た 。 周 辺 デ バ イ ス の 初 期 化 プ ロ グ ラ ム 自 動 生 成 シ ス テ ム に 本 報 告 の デ ー タ

ベ ー ス を 利 用 す る 。 今 回 の デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム で は,検 索 処 理 をC言 語 で,

ユ ー ザ ・ イ ン タ フ ェ ー ス をMS-WINDOWSで 構 築 し た 。 し た が っ て,検

索 機 能 が 向 上 し た 。 ま た,設 定 フ ロ ー お よ び コ ー デ ィ ン グ フ ロ ー の デ ー タ ベ ー

ス 化 に よ り シ ス テ ム の 自 動 化 環 境 を 実 現 し た 。

モ ー ド ワ ー ド リ ー フ お よ び コ マ ン ド ワ ー ド リ ー フ は,設 定 フ ロ ー リ ー フ に よ

り 設 問 順 序 を 決 定 さ れ る 。 設 定 さ れ た ユ ー ザ の 要 求 は,コ ー デ ィ ン グ フ ロ ー リ

ー フ に よ り 初 期 化 プ ロ グ ラ ム に 変 換 さ れ る 。

本 報 告 で 追 加 さ れ た 解 説 情 報 ノ ー ド は,未 経 験 の 周 辺 デ バ イ ス を 利 用 す る 場

合 や,本 シ ス テ ム の 利 用 者 の 知 識 が 不 足 し て い る 場 合 等 に 利 用 さ れ る 。
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9.実 用 化 の た め の 課 題 お よ び 解 決 す る 方 向 性

9.1周 辺 デ バ イ ス の 現 状 の 問 題 点 に 関 す る 解 決 方 針

(1)周 辺 デ バ イ ス の デ ー タ ベ ー ス 化 に 伴 う 基 本 的 な 問 題 点

・ 周 辺 デ バ イ ス ご と の 仕 様 記 述 の 内
,共 通 化,統 一 化 で き る 記 述 形 式 部 分 と

排 他 的 記 述 形 式 部 分 と を 明 確 に 分 類 す る 。

・ マ ニ ュ ア ル ご と に 異 な る 専 門 用 語 お よ び 概 念 の 統 一

・周 辺 デ バ イ ス の マ ニ ュ ア ル に 記 述 さ れ て い る 使 用 が 不 完 全 な 場 合 や
,一 度

利 用 し な い と 理 解 で き な い よ う な 記 述 に な っ て い る 場 合 は,使 用 実 績 を 本

シ ス テ ム に 取 り 込 む 方 法 を 開 発 し な け れ ば な ら な い 。

・解 説 情 報 デ ー タ ベ ー ス を 構 築 す る 場 合
,デ ー タ ベ ー ス 作 成 者 の 理 解 度,表

現 方 法 に デ ー タ ベ ー ス の 内 容 が 依 存 し て し ま う。

(2)多 目 的 に 利 用 可 能 な 周 辺 デ バ イ ス の 仕 様 に つ い て

本 デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム の 精 度 を 上 げ る に は,エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム と し

て の 開 発 姿 勢 が 必 要 で あ る 。 例 え ば,ユ ー ザ の 要 求 入 力 に よ り,自 動 的 に 実 現

可 能 な 周 辺 デ バ イ ス 名 を シ ス テ ム が 返 答 す る 。 こ れ ら の 機 能 は,本 シ ス テ ム に

お い て 一 部 実 現 さ れ て い る 。 し か し,上 記 の 例 に お い て シ ス テ ム が 返 答 す る 周

辺 デ バ イ ス と し て,多 目 的 に 利 用 可 能 な 周 辺 デ バ イ ス の 検 索 は 困 難 で あ る 。 こ

の 問 題 は,本 デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム に 新 た な 機 能 を 追 加 し て 対 応 し な け れ ば

な ら な い 。

9.2新 た な 周 辺 デ バ イ ス の 仕 様 を 取 り 込 む 上 で の 問 題 点 に 関 す る 解 決 方 針

(1)周 辺 デ バ イ ス ご と の 仕 様 記 述 の 内,

と 排 他 的 記 述 形 式 部 分 に っ い て

共 通 化,統 一 化 で き る 記 述 形 式 部 分

プ ロ ト タ イプ を 作 成 す る に 当 た り,論 理 的 情 報 の 共 通 化 可 能 な 部 分 は,モ ー

ド ワ ー ド お よ び コ マ ン ド ワ ー ド で あ っ た 。 排 他 的 記 述 形 式 部 分 は,初 期 設 定 手

順 で あ っ た 。 排 他 的 記 述 形 式 部 分 は,コ ー デ ィ ン グ フ ロ ー リ ー フ お よ び 設 定 フ

ロ ー リ ー フ を デ ー タ ベ ー ス の 構 造 に 取 り 入 れ る こ と に よ り デ ー タ ベ ー ス 化 が 可

能 と な っ た 。
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(2)デ ー タ ベ ー ス 化 の 作 業 環 境 の 提 供 に・つ い て

前 回 の 報 告 で は,既 存 の デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ムUNIFYを 用 い る こ と で

デ ー タ ベ ー ス 化 の 作 業 環 境 が 提 供 さ れ た 。 今 回 の デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム で は,

プ ロ グ ラ ム 言 語 に よ り デ ー タ ベ ー ス 化 を 行 っ た た め,作 業 環 境 が 提 供 さ れ て い

な い 。 こ れ ら は,シ ス テ ム を 構 築 す る に あ た り オ ー バ ー ヘ ッ ド の 大 き な 要 因 と

な る。 ま た,デ ー タ ベ ー ス の 内 容 修 正 お よ び 新 た な 周 辺 デ バ イ ス の 登 録 を 困 難

に し た 。 こ の 問 題 の 解 決 方 針 と し て は,周 辺 デ バ イ ス の 初 期 化 プ ロ グ ラ ム 自 動

生 成 シ ス テ ム に 新 た な 機 能 と し て.デ ー タ ベ ー ス 編 集 機 能 を 追 加 す る 。
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資 料1.周 辺 デ バ イ ス の 仕 様 か ら 情 報 を 抽 出(参 考 文 献4を 使 用)・

デバ イス名

r－ 一 一 一 《}一 一 ・一{{● 一一=一 ・一一'・ 一{一 一 ー 一 一 一 一 ← 一"一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 綱一 一 一 一{〔 ◆"一一{{一 白一

…
i3.1編…
1レZ80Paral]elI/0司.

ll

|

|

}

し_____.一__一 口一_即_一.一.一 一_一{一 ・剛 ～一{{一 一 一 一 一 一 一 一 ρ一一 一 一 一 一 即 一{・ 一 一 一 一{'● 一 」

Z80PIO

概要 z8bPlo(ParallelI/.o}ti.z80フ ァ ミ リの 周 辺LsI

の`|,で 最 初 に 発2《 さ れ た もの で あ り.そ の機 能 はi8255

お よ びMC6821と ほ と!し どr,11じで す.ど ち ら か とい え

ばMC6821に よ く似 て い ま す.Z80PIOの 概 要 を 箇

条書 に して 記 す と次 の よ う に な りま†.

・5V単 一 電 源 で あ る.

・40ピ ンDlPで あ る.

・2ポ ー ト構 成 で あ る.

・四 つ の モ ー ドを紡 っ て い る.

(1)出 力 モー ド

(2)入 力 モ ー ド

(3)双 方 向 モ ー ド

(4)ヒ.ッ ト ・モ ー ド

・各 ポ ー トにハ ン ド.シェ ー ク機 能 が あ る.

・Z80CPUの モ ー ド2割 り込 み ベ ク トル の 発 生 機 能

を内 蔵 して い る.

・デ イ ジー ・チ ェ イ ン式 割 り込 み 制 御 ロ ジ ッ ク を 内 蔵

して い る.

・1ポ ー ト(B)は ダ ー リン トン ・ トラ ン ジ ス タ を ドラ

イブ で き る.

・す べ て の 入 ・出 力 ラ イ ン はTTLコ ン パ チ ブ ルで あ

る.

Z801)10の 構 成

図11;PIO全 体 の 構 成 図 を 示 し ます.ま た 図2に

ポ ー トA.お よ び ポ ー1・Bの 詳 射llを示 し ま†.
ロココ

CPUパ ス制 御 部 はZ80CPUと の コ ミュ ニ ケ ー シ

eン を 管 理 し,内 部 制 御 ロ ジ ッ ク はCPUパ ス 制911部

と共 同 で 割 り込 み 制 御 部,お よ びA!B両 ポ ー トを 制

御 し ま†.割 り込 み 制 御 部 は.割 り込 みデ イ ジー ・チ

ェ イ ン お よ び 割 り込 み ベ ク トル の 発生 を制 御 す る ロ ジ

ッ クで す.

各 ポ ー トは.7個 の レ ジ ス タ とハ ン ドシ ェー ク制 御

ロ ジ ッ ク とか ら な り ます.こ れ らの レ ジ ス タ は.

(1)デ ー タ 入 力 レ ジ ス タ

② デ ー タ 出 力 レ ジ ス タ

(3}モ ー ド3i`1御 レ ジ ス タ

(4)マ ス ク ・レ ジ ス タ

(5)入 ・出 力 選 択 レ ジ ス タ

(6)マ ス ク 制 御 レ ジ ス タ

(7)割 り込 み ベ ク トル ・レ ジ ス タ

の七つです・ 内 部 構 成

《図'1》

Z80PIOの プ ロ ツク ・ダイ

ヤ グ ラム

(ポ ー トA.⊃ ゴよび ポー トB

の詳 細 につ いてISOO2を 参

照 の こ と)

ζ・・{遼 遠

↓↓↓

闘1/LらA
鵬

}・ ・… 一八卿

`'o
インク'
フェ'ス
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内部構成

モ ー ド制御 レジスタは2ピ ッ トで1前 《図2》

述の 四つの動作 モー ドの うちの一 つ を巡

撮す るのに用 い られ ます.CPUと ボー ・

トの 先に接 続 された周辺 装 置 との問 のデ

引 ・送・・†べてデー・出・・ジ・タ ・顯;'繍

とデ ータ人 力 レジスタを介 して行 われ ま

す.デ ー タ出 力 レジスタ に書 き込 まれた

デ ー タをCPUは 読 むこ とがで きま†.

したがっ て,デ ー タ出 力レジ スタにデ

ー タを書 き込 み,そ の 後 その内 容 を読む

こ とによりPIOの 機 能の一 部 をテス トす

るこ とがで きます.ま た.各 ポー トのハ

蒜 ㌶㌘ ㍑ 撒 ㍗ 罷き村 認,
マ ス ク ・レ ジ ス タ.マ ス ク制 御 レ ジ ス

タ.お よ び 入 ・出 力選 択 レ ジ ス タ は,ピ

ッ ト ・モ ー ドに お い ての み 川 い られ ます.

この モ ー ドで は 各 ポ ー トの8本 の デ ー タ

・ラ イ ン を 個 々 に 人 力
.ま た は 出 カ ラ イ

ン と し て指 定 で き ま す.こ の 指 定 を 行 うの が 人 ・出 力

選 択 レ ジ ス タで † 。 マ ス ク ・レ ジ ス タ は ピ ッ ト ・モ ー

ドの割 り込 みt:rNmsし てAlい られ ます.:1

ピ 。 ト ・モ ー ドで は.マ ス クの か か っ て い な い 任 意:;
「-P'"Ao4

の ピ ン の献 題 が 指 定 し た状 態('H・ ま た は ・L')に

な っ た と き、二.即D込 み をvametrる こ とhtで き ます.:;

三謙;i;㌧ 三i斗1
定 と.割 り込 み条 件(ANDま た はOR}の 指定 を行 　のび

い ま →.こ の 朱11・がANbで あ る と,マ ス ク の か か っew。

てい な い す べ て の ピ ン が割 り込 み を 多ε生 す る状 態 に な ・

言言 ら忽 ㌫ 鶏 ㌘ ㌘1㌻ あ1・"{《
ど杜 か一 つ で も削 り込 み を 発 生 † べ き状 態 に な る と.

CPUに 対 し て割 り込 み 電{求 がtMさttま † .

Ptoは ポ ー トA.ポ ー トBそ れ ぞ れ が 割 り込 み ベ

ク トル ・レ ジ ス タ を持 っ て い ま† .PIO内 部 に はii;jJC`

で 簡jltに 述 べ た デ イ ジー ・チ ェ イ ン が しか れ て お り,

ポ ー トA.ポ ー トB問 の 割 り込 み 優 先順 位 制 御 が 行 わ

れ て い ます.な お 頭 位 は ポ ー トA,ポ ー トBの 順 で † .

図3にPloの ピ ン接 続 図 を,図41:各 ピ ン の 機 能

を 示 し ま す.ま た 図5にPlOの タ イ ミン グ を,図6

{二;ttちUrtJ‡与ttを ち」ミし ま† .

図7{二Z80PIOの プ ロ グ ラ ミン グ ・モ デ ル を示 し

ま†.Z80PlOli2ポ ー ト(ポ ー トA.ポ ー トB)構

成 で あ り.各 ポ ー トに は2本(レ デ ィお よ び ス トロ ー

ブ)の ハ ン ド ・シェ ー ク ・ラ イ ン が 付 属 し て い ます .図

Pt-・ トA.8の ブロ ック ・ダイヤ グラム

λ苦力直訳

(8ピット,

データ出力
レジスク

`8ピット)

タ',人

レジスタ

{8ピ7ト}

ハンドシェ●ク
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oシ ック

く図3》Z80PIOの ピ ン接続 図

8ビット
レ《ンィス

ク－X
ン
シ
イ
ド
ラ
ン
御
ハ
糾}

"-8
一
一
一"一
一 ,一●
一
■一
一
4-
⊥預一
一

R■0【0

8●o▲ のo

⇒』 」●～
●与 ←^,

●』」」 ▲4
ぺ_← ▲8

.`・ ・▲.
2唱一一 －s

-」 」●▲.
・,.`

'

`■一一__-■A真o▼

●』__^."

●エ_●.。

→ 一'
「 三一 ・3-・

1
,,一.`

鵠一
1`一

●
●』_● ㍉

ゴ_● ・.
一 》● 一●,

"一

ー
ー一

_三L← ・・o▼

● 』」_而

《図7>Z80P|Oの プ ロ グラ ミン グ ・モ デ ル

σ一,A

プー'●

40'～Oo^

Z80
Plo

ポ
|

ト

A

PA7・PAo入

く ノc) AROY.7

-

B!A 疏
.

C/D
.

PBブPBo

配
.

阿

ボ
1

卜

8

応問
冊 /〉

楡
＼ ・

OROY.

1臼 醐
IEO

一19」



アクセ ス情報ス情報 .」

8'云 c1δ セ レクト8れ6も の
《図8》8にZ80PIOの 内 部 レ ジ ス タ の ア ド レ ッ シ ン グ を示

－

Z80ROの ア ド し ます.ポ ー トA/ポ ー トBの 選 択 はB/Aに よ り行

レ ッシ ング い.デ ー タ ・ レ ジ ス タ/コ ン トロー ル ・レ ジ ス タ の 泡
一

択 はC/Dに よ り行 い ます.こ れ ら二 つ の 信 号 と し て

はCPUの ア ド レ ス ・ラ イ ンA1,A。 が よ く使 わ れ ま

(τE・'L'の とき)す.

0 0 ポー トAデ ー タ

0 1 .ポ ー トAコ ン トロー ル

1 0 ポー トBデ ー タ

1 1 ポ ー トBコ ン トロー ル

1
Z80PIOの 動 作 モー ド

モ ー ド情報

Z80PIO{二 は 四 つ の 動 作 モ ー ドが あ りま †.

0モ ー ド0(出 力'モ ー ド)

<図4>

1
ピン名 ピン●号 1!0 信 号 名

一

規 明 .

一

a～D7 19.20.1

ω.".話

3.2

1!0 Z80CPUD・t・B" 双方向性.3ス テー トのZ80CPUパ ス.

Z80CPUとPIO間 のデー タおよび コマ ン ドの授受は この デー タ・パ スを介

して行われる.【 ㌔がLSB.ピ ン名

'

信号名

－
B!A 6 1 Por`BorASdect ボー ト ・・セレクト旧号.

この ピンの状 襲によ り.Z80CPUとPlo間 で挨4さ'tる デー タまた`3コ マン

ドが 対象 と†るポー トを規定† る.

{::鍵=濃 湊

'ピ ン番

－
C・/D 5 1 Con巳rolorD・"S●lec` コン トロール1デ ー タ遺沢偲号.

一
この ピンの状聾によ り.B!Aで 選択 されたポー トの コン トo一 ル ・ポー ト.

または デー タ ・ポー トを選択† る.

B/ズ C/万 選択 され るポー ト

.

.

L

L

H
H

.

L

H

L
H

ポ ー トA・ デ ー タ

ポ ー トA・ コ ン ト ロー ル

ポ ー トB・ デ ー タ

ポ ー トB・ コ ン ト 同一'L

－
CE 4 1 Oip .En・M・

1チ
ップ ・イネーブル信号.

この ピンか'L・ である とPIOは イネーブ ルさ'tる.通 常 は1!Oア ドレ ス・

デ コー ダの出 力を掩枝 † る.

φ 25 1 Sy・1e姐q。ck システム ・クロッ ク.

通常はCPUク ロッ クφを用い る.

Z80PIO2.5MHx{m8x}Z80BP106MH8(m畠 幻

Z80AP104川{x{π 畝}

－
M1 .37 1 M畠chineC,cleOne

－
CPUのM1偲 号 を接続† るCL● ア クテ ィ7}.-
PIOはM1に より抽',込 み制御 ロジ・/クの同期化(CPUと の}を はかる.

一 一'H・ に してこのM1を'L・{最 低2ク ロ
ック期間)に †

PIOは リセ ットされ る.

一
10RQま たはRDを

ると.

36 1 1叩utO"叫Requ蝋
－

CPUの10RQ信 号を績績† る(・L・ ア クティブ).
一 ー ー 一

この信号はB/ムC/D.CEな らび1二RD信 号 と関連 して.CPUとPIO間 の一 ー 一 一
デ一 夕の授受 を制御 †る.CERD,IORQが'L'で あると.B/Aに より選◆ 一 一
択 された ポー トのデー タがCPUに 転退 さ'↓る.ま たC丘IORQが ・L・であ

一
る と.B/Aに よ 叩選択 された オζ一 トにデー タまたは コ?ン ドが 書」ト込 工れる.

10RQ

－
RD' 35 1 R"d

－
CPUのRD信 号 を接 続† る(・L・ ア クティブ}.

この信号はB!瓦C!五 ～氾iORQと 関連 して.CPUとPIO間 で転 送 され

るデ◆一夕の方向 を●1御† る.

1ε1 24 1 加err叩`E"bldn 翻 り込みデ イジー ・チ ェイン用の 信 号 で.こ の信号 が'H● であ るとさに限

りPIOはCPUの1肝Aサ イ クルに応 じるこ とができる.

1EO 2 o 1n`●rr叩tEo・blGOu8

1

割 り込みデイジー ・チェ イン用の{8号 で.1£1が'H'で かつP10が 泊 り込み

要求 を持 ⇔てい ないとさのみ'H・ となる.IEIが'L・ であ るとさ、 または

P10が 創 り込み要求 を持 ってい ると●には ・L● とな る.

`

ピ ン機 能
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ビ ン情 報

一 トの分 配

② モー ド1(入 力モー ド} ガ と指定 された ピ ッ トに対 しての みデー タが書 き込

③ モー ド2(双 方向モー ド) ま れ ます.

④ モ ー ド3(ピ ッ ト ・モ ー ド) ま た,CPUか らモ ー ド3の ポ ー トに対 し て リー ド命 モ ー ド情
これ ら四 つ の う ち.モ ー ド3の ピ ッ ト ・モ ー ドが 一 令 を出 した場合 には,'入 力'と 指 定 された ピ ットに対

番 わか りやす いので これ か ら説明 しま†. 応 ず るPIOの ピンの状 態 と,"出 力'上 指 定 されたピ ッ

トに対応す る内 部デー タ ・ラ ッチの状懇 がCPUに 対

・モ ー ド3(ピ ッ ト ・モ ー ド) して 送 られ ます.し た が っ て.ポ ー トの 全 ピ ッ トを'出

1 このモー ドで はポー トの各 ピ ッ♪`:対 して'入 が ま 1力'と 指 定 して,こ の ポ ー ト{二対 し て デ ー タ を ラ イ ト

1た は'出 力'の 指 定 を行 うこ とがで きます」CPU
か らモ

、

し1次 に その ポ ー トか らデ ー タ を リー ドす6と,ラ イ

一 ド3の ポー ト`二対 して デー タを出 力 した場 合, .出 トしたデー タ と同 じ もの がCPUに 対 して送 られます.

PIOの 各 ピンの機 能 .ピ ン機 能

ピンれ ピン番号 1ンO 俄 号 名 説 明

ピ ン名 INT 23 0 lnter四p`Req"" CPUの1NTI3号 と接続†る.こ のf3号 を吟L.に † るこ とによ り.PIO

はCP .Uに 対 して泊 り込み要求 を行 う.オ ー プン ・ドレイン堕であるのでプ

ル ・ア ・ソプ抵坑によ り,い くつかの 周辺LS・1のINT偲 号 をワイヤ ー ドO

R† るこ とができる.

Ao～A, 15-12 1/O PortABu3 ボー トAデ ー タ ・パス.こ のパ スを介 してPlOと 周辺装 置は デー タの授受

10-7 を{予 う.Aoカ'LSBで あ る.

ASTB 16 1 PortAStrobe ポ ー トAス トロー ブ.

この∫3号の意味は ポー トAの 動作 モー ドによ り異なる.

ハ}バ イ ト出力モー ド:こ の ス トロー ブの立 ち上が りによ り,周 辺袋田はP

10か らデー タを受 け取 った こ とを示†.

2)バ イ ト入力モー ド:こ のス トローブの立ち上が りに ょり,周 辺装 置はPIO

のポー トA人 力デ一夕・レジスタにデー タをo一 ド†る.

ピ ン番 3)双 方向性モー ド:こ のストローブが'L・ の とさに ボー トA出 力デ一 夕・

レジスタの内吝がAo～A7に 出力 される.

4)ピ ッ ト・モー ド:こ の1日号は使用 されない.

ARDY 18 0 Regi・"rAR"dy レジス タAレ デ ィ.

この旧 号の遺味 もポー トAの 動作モー ドに よ り異な る.

1)パ イ 》出力モー ド:こ のΩ サが・H・になると.ポ ー トAの デー タ出力レ ジ

スタにデー タがロー ドされ.Ao～A7の 状墾が安 定 とな

り,周 辺装置に対 してデー タを転 送でさることをが†.

2)バ イ ト入力モー ド:こ の{3号 が.H'で あ ると,ポ ー トAの デー タ入力レ

ジ スタが篭であ リ,次 のデー タを受 け取る用立のあ

信号名
ることをが†.

3)双 方向性モー ド:こ 例 」サは.ポ ー トA出 力デー タ・レジスタ1ニデ一 夕

が準偏されているこ とを示†.二 のモー ドて"ASTB

が'L'に な る まで,デ ー タはAo～A7上 に 廉 ら な い.

4)ピ ッ ト・モー ド:こ の信号は使用 され ない.

Bo～B, 27-34 1/0 PortBBu● ポ ー トBデ ー タ ・パ ス.

このパ スの閲能はAo～A7と 同 じであ るが.こ のパ スは1.5VでLsmAを 供給

で さるので.夕 ー リン トン ・トランジ スタを ドラ イブ でさる.

BoがLS8で ある.

BSTβ 17 1 PortBStrob◎ ポ ー トBス トロ ー ブ.

この信号の機能はスSTBの それ と同 じであ るが.次 の違い がある.

ポー トAが 双方向性 モー ドの とさは.こ のf9サ は 周辺装置の デー タをボー ト

A入 力デ一 夕 ・レジス タにO－ ド† るのに用い られる.

BRDY 21 0 R●巾t.rBR"dy レジス タ0レ デ ィ,

この1肪 の嶺脆1姑RDYの ぞ'tとmじ であ るが.次 の違いがあ る・

ポー トAが 双方向性 モー ドの と●は.こ の 信号は ポー トA入 力デ一 夕'レ ジ

スタが空で」 次のデー タを受け取 る用意の あるこ とを示†.
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電気的特性

タイミング情報

CL㏄K

CE

8'A,C/D

RD,|ORQ

－に

㌻

:
READY

(AROYlr-taBRDY).

S†RO8E

(ASTB3た は ,8ST8)

AO～A7

Bo-Bi

MODEO

MODEl

MODE2

MODE3

1NT

⑦－

L。 一

記 号 パ ラメータ 凸k小ψ 最大値 単位 テス ト条件 規 格 く図6'
Z80PIOの 電気 的特 性

w クロゥク入力の"L.電 圧 一 〇.3 十 〇.45 V・'

竹〃c クぱ.フク入力の"H.電 圧 ぬ 一〇.6 γヒ℃十〇.3 V

竹L 入 力"L鈴電圧
一 〇.3 十 〇.8 V

γぽ 入 力"H.電 圧 十2.0 ぬ V

迦 出 力"L賃電圧 十 〇.4 V 皿 工2mA

γb〃 出 力"H"電 圧 十2、4 V ノo〃呈一250μA

加 入力漏れ電流 士10 μA y衙=0～ γ㏄ 記 号 パ ラメー タ 故人ω 月t位

CCLκ クロック入力容量 10 pF
μθ フロート時の出力痴れ電沌 士10 戸A V㎏r=0.4～ レピ

αガ 入力容駄 5 pFノα 電源電流 100.0 mA 吸wエ1.5V

CO【庁 出力容鎖 10 pFノbκo ダー リン トン駆動電流
一1
.5 mA Rεxア=3gon
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瓜

タ イ ミング情 報

PIOの タイ ミン グイ ミン グ

P

書し} 記 号

・

パ,メ ー タ
280●Pto Z80A'PlO Z808,PIO

,.

住

・

般小偵 故人偵 蝕小偵 最大u 最小値 最大値

1 た クロ 〉'の ◆ イ'ρ ・タ4ム 400 ω ⑤ (2, 165 u}

2 九〇 ク ロ7ク の領(・Hつ 170 2000
.

10S 2000
・

65 2000

3 面 'ロ7'の 領⊂"L.,
170 2000 105 2000 弱 2000

4 な クロ7'の 立ら下 び り時閥
30 30

.
.

20

5 丘 ク07ク の.立ち ヒが り時間
・30 30 20

6 7≧s《鮒
頁5.w5頁 百に対†6ζ 且1瓶 のセプトアァプ
時岡'

.

50
7

50 50 (ω

7 ハ 巾 一 ル ド ・ タ イ ム
7

0 0 0

8
.

7遙'`o
ク。ワ,の 立川 倒9`謝 す61m.㎜ の
毛ウトア7プ 時間

U5 "5 70

9 η"∫`oo,
而.1碗 の立ち『ドが引二♪行6デ ー川島力
遅延時間

430 即 即 ω

10 7初r'ω 戊,
而.㎜ の立ちヒが94二対す6ダ 一夕勘
フロー ト遅延時間

160 110 70

" 伽 κ}
ク 。ウクの 立ち ヒが 引 二対 す6デ ー'人 力
セ ッ トア7プ 時間

50 SO 50
P

α=50pF

12 7ソ∫o`似,
R井 口 の 飢ち下 が りに対す6プ ー タ出 力d培

時間 《INTA鴫Pイ ク〃》

340 160 120 〔」ハ

13 7)桁 《ω
ク07ク の 立 ち上 が りに」8f6M1の セ ッ ト
アっ閃 閃

210 go
「

70

.14 7)桁 ¶σD
クロ ●クの 立烏下 が ⑲に 舛f6M1の セプ ト

ア タプ時間 《M1サ イ クル,

0
P

0 0 (8}

15 η川働 M1に 対†61EOの 西尾時間
.

姻 lgo 100 (5.7)

16 九日ω}
栢 頁ζ「の 立 ち ドが りに 月 †61蹴 の セ ッ ト
ア ゥプ閑}間{INTA† イク声)

140 140 100 `η

17 τ≧個`'εα, 正1の 航らドがりに対す61EOの 遅ば時間
1go 130 120 《5)

18 7U'ぴ'ε Φ, IE1の竜ち上がりに対す6`EOの 遅巳時口
210 160 160

層

《s,

19 7を々 κ,
卿.ク の"ド がり`訓 ず6㎜ の七ウ
トア7プ 時間

220 200 170

20 な`貨 ∂γ')
クロワクの 立㌔ ドが りに対す6READYの 巡

呂時 間

200 190 170 (9

21 7己 帽ρ・7,
クロ7ク の 立鬼 ドが りに対 す るREADYの 鵡

巳時m

150 140 120 (5}

22 孔∬θ

-

㎜ 百Eの'ぴス" 150 150 120 {4)

23 ち5"に,
ク。ヴクの帖 ド。1りに〃す 認n㎜ の
セプトアゥプ"岡

220 220 `50 《s}

24 7ソゆ《ゆ,
π百 δの 帖1㌧ 。・り`:ノけ6ポ ー ト'プ ー β
の遅 尾時間倖 一 ドω

200 180 `60 《5}

25 7)月ロ1∫πハ
9π憤δ口Eの 立 ら1三が りに対 す6ポ ー ト'デ ー
クの セ ヴ トアつプ時 間{モ ー ドn

260 230 1go

26 7㎞81ρ ロ'
.ヨ㊦ 臣δBEの 配 らドが ⑲にノ4†6ポ ー ト"一

夕のα定時lnllモ ー ド2)
230 210 180 《5,

27 7㎞r●1κ レ)
舗 石BEの 立ち1㌧が ⑲に〃す6rパ ー ト◆デー

タの フロー ト遅延(モ ー ド2)
200 日o 160 C4=50pF

28 7セm`σβア)
ポ_ト ・ダ一夕の一致 にβ8す6荘 ずt「の遁巳時

同 《・e－ド3ハ

.・

540 490 430

29 伝 γθ1'ぎn
… の"1:が りに」け ら頂 〔の西尾

時国
490 440 350

《"侃:n8,

【注1

川Ttcロ 翫.+T■Ct十Tc十TjC『

惚)"荷 を卸pF増 す ご とに 《放高200pF,珈'1ρ0)は10「 巴増 ▲6・

Ll)`tgセ50pF増 ず ごU乙{htA200pF)rttr川or")は10n・ 増L6・

{4bt－ ド2で はr.STn)T.tVl・STe}・

15川 股10pF増 ↑ ご と`川i,'XIOOpF)2・ 」甑6・

ω 砧 、ρ,、の脚 蝋 らして`よ …'・ 減 烏した ・,κ`,九 ρ'脚'`二

加瓦6t・ ■があ6.

CM.5T,c>《N..2)ri,〃 ・tt。・・+Ti〆 ・砲,・T・'・ 川 ・・+TTLの

西尾"仰.

頂川Oを りt..け6`:は,硲 を"低2ク 。 ・'ク師1"し"1:す6

必まが あ6.
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モー ド情報

<図9>ZSOPIOモ ー ド0タ イ ミング.INTが ・L口 に な

るの はPIOの の 翻 り込 みが イネ ーブル されて い る と白 だ け

－
WR・

麟3
ARDY/BROY

－ －
AST8/BSTB

珊

、

、
CρUか りのデータ
A{う ッチ啓mる

1

X出 力デ一夕 ノ

～
.〉

、

WR.・ 盲b・CE・ ε7b・10RQ

Z80PIOの モー ド3ポ ー トに対す るデー タ ・リー

ドt:maす る良 い点 は,RD信 号の立 ち下 が りで ポー ト

の 入力状態 が内部{ニラ ッチ され ることで す.こ のお か

げで いつ変化 す るか わか らないよ うな入 力状 態 を読み

込 む場 合で も,CPUのRD中 にデ ータが変化 す るよ

うなこ とはあ りません.こ の ことはデ ータ ・パ ス ・パ

リテ ィを付加† る ような場合1二は重要で す.

モ三 ド3で は'入 力'と 指定 された ピ ッ トの ピンの

秋 田が'H－ また は ・L'に なるの を ・PIOが 監視 し,

割 り込み を発生 † る機 能があ ります.こ の場 合,い く

つ かの どッ トの中の一 つで も割 り込 み発生 の状 態 に な

れば.割 り込 みを発生 した り(OR機 能),い くつ かの

ピ ットがすべ て割 り込み 発生の状態 になっ た ときにの

み割 り込 み を発生 させ た り† る(AND機 能}こ とがで

きます.

なおモー ド3で はハン ドシェー ク ・ライ ンは使 用 さ

れず.レ デ ィ(ARDY.BRDY)・ ラインは常 に ・L・ に

な ります.

《図10>Z80Ptoモ ー ド1タ イ ミン グ.丙 〒 が.L・ に な

るの はP旧 の銅 り込 みが イ ネー ブル されて い る と きだけ

硫/百 彌

デ ータがポー|・
に5ツ チ?ttるポ ー ト入

PA7.PA

RD'

RD◆ ■RO・CE・ 訪 ・∫ORQ

CPU芳 川1,
り込みを
タ."付1,
たと●

ラッチ されたデ ータが
CPUに 送 られる

さ れ る こ とに よ り始 ま り ます .ス トロー ブ が'L'に

な る とポ ー トの ピ ンの 状 態 がPIO内 部 に ラ ッチ さtL
,

次 に レ デ ィ(ARDY/BRDY)が .'L'に な り.イ ン プ

ッ ト ・バ ッフ ァ が ビ ジー で あ る こ と を外 部 に示 し ま す
.

ま た.こ の と きポ ー トの 割 り込 み が イ ネ ー ブ ル 状 態

で あ れ ば.INTが'L'に な り外 部 か ら デ ー タ の 入 力

が あ っ た こ と をCPUに 対 して 示 し ます .こ こでCPU

が ボ ー 十 ・デ ー タ を リー ドす る と.再 度 レ デ ィ ・ラ イ

ン は'H'に な り,イ ン プ ッ ト ・バ ッ フ ァ が 空 で あ る

こ とを 外 部 に 知 らせ ま す.

・モ ー ド2(双 方 向 モ ー ド)
ポ ー トの分 配

・モ ー ド0(出 力 モ ー ド)

モ ー ド0でltr・ 一 トにデ ー タ を ラ イ トす る と
.そ の

デ ー タがPIO内 部1:ラ ッチ さ れ,ピ ン上 に出 力 さ れ ま

す.そ の 後 レデ ィ(ARDYま た はBRDY)・ ラ イ ン が
'H'に な り

.外 部 に対 して デ ー タ の 用 意 が で き た こ と

を知 らせ ま†.

こ れ に 対 して外 部 か らス トロー ブ(ASTBま た は

BSTB)を'L"t:'t`る と.そ の 立 ち上 が りで レデ ィ
,

・ラ イ ン は再 度'L'に な り ます
.こ の と き ポ ー トの

割 り込 み が イ ネ ー ブ ル さ れ て い れ ば,割 り込 み 要 求 線.

INTb「'L'に な り ます.図9{:モ ー ド0の タ イ ミン

グ を示 し ま †.

・モー ド1(入 力モー ド)

図10に モー ド1の タイ ミング を示 します.モ ー ド1

の動 作は外部 か らス トローブ(ASTB/BSTB)が 入 力

このモ ー トはポー トAに 対 しての み有効 であ り,ポ

ー トAの 制 御C:Pt－ トBのBRDYお よ びBSTBも 使

用 しますので,ポ ー トAを モー ド2`二 設定 した ときに

は.ポ ー トBは モー ド3で しか動 くこ とがで きませ ん.

とはい えポー トAを モ ー ド2で 動 かす には レデ ィとス

トローブ以 外`二割脚線 を伺 本か 使用 す るの がAつ うで

あ り.こ の 制御線 としてポー トBを 用 いれ ば よいので

何の 不 自由 も感 じないの が実情で す.

図11に モー ド2の タ イ ミング を示 します.こ の図 を

見れば わか るように.モ ー ド2は 図9の モー ド0と 図

10の モー ド1の タイ ミング を重 ね合 わせ た よ うな もの

で あ り.異 な るのはポ ー トAの 状 態 が双方 向性で あ り,

ス トローブ が入力 された とき`;の み,ポ ー トAtニデ 一

夕が 乗 る点で †.

で は図11を 兄 なが らモー ド2の 動 作 を説明 しま しょ

う.ま ずCPUか らデー タがポー トAに 対 して ライ ト

され る と.デ ー タがPIO内 部 のア ウ トプ ッ ト・バ ッフ

ァ{:ラ ッチ され,.ARDYカt・H・ にな り出 力デ ータが

用意 で きてい るこ とを外 部1二知 らせ ます.

これ に対 して外部か らASTBが 入 力 され る と,ラ

ッチされ ていたデータが ポー トA上 に乗せ られ ます.

一24一



モ ー ド情 報'

<図1|>Z80Ptoモ ー ド2タ イ・ミング.INTカt・L吟 に な

るの は,P|Oの 翻 り込 みが イネ ー ブル され てい ると ●だ け

WR'

CPUか らのデー
クを内略にヲツARDY
チする

醐

ポ ー トA

町

議

8RDY

'

言=七 台
A

(入 力デ一夕).

(出 力デー,〉

、
司

ポ ート
A
脚 」込み

{

.

ξ劉
され6 岬
＼

WR㌔ 颪5・CE・ε7b・IORQ

ARDYはASTBの 立 ち上 が り に て再 度'L'に な り,

この ときポ ー トAの 割 り込み が イネーブル され ていれ

ばlNTが'L't二 な り(ポ ー トA割 り込 み).ア ウ トプ

'ント ・バ ッ フ ァが 空 に な っ た こ とをCPUに 知 らせ ま

す.

外 部 か.ら の 入 力デ ー タ ・ シー ケ ン スは デ ー タ を ボ ー

トA上`二 乗 せ.BSTBを 鵠L・ に す る こ とカ'ら 始 ま り

ます.BSTBが`L'に な る とPIOは ポ ー トA上 の デ

ー7を イ ンプ ッ ト・,《ッ フ ァに ラ ッチ し.BRDYを 鵠L'

に し て イ ンプ ッ ト ・バ ッフ ァ が ビ ジー で あ る こ と を外

部1二 示 し ます.

ま た.こ の と きポ ー トBの 創 り込 み が イ ネ ー ブ ル さ

れ て い れ ば,INTが'L'`二 な り(ポ ー トB割 り込 み),

入 力デ ー タ が 用 意 で き て い る こ と をCPUl二 知 らせ ま

す.図:1に は 示 さ れ て い ませ ん が,BRDYはCPUが

ポー トAの デ ー タ を リー ドす る こ とに よ り ・H・ に戻

りま †.

こ の よ う に モ ー ド2のARDYは 出 力 デ ー タの 用 意

があ る こ とを 外 部`;示 し.BRDYは イ ン プ ッ ト ・バ ッ

フ ァ が空 で あ る こ とを 外 部 に示 し ま †.ま た ポ ー トA

の割 り込 み は ア ウ トプ ッ ト ・パ ッ フ ア が 空 で あ る こ と

をCPUに 知1ら ぜ.ポ ー トB割 り込 み はCPU`二 対 し

て 人 力 デ ー タ の 川 愈 が あ る こ と を知 らせ ま†.

PlOを モ ー ド2で か つ 割 り込 み 駆 動 型(lnterrupt

Driven)で 使 用 † る鳩 合 に はA.B両 ポ ー トの 割 り込

み を 使 用 す るの で.
,ピ ッ ト ・モ ー ドの ポ ー トBに 割 り

込 み を発 生 させ る と.ポ ー トB割 り込 み の 要 因 を 識 別

† る こ とが 田 鰻 な場 合 もあ り ま†.こ の よ うな 場 合 に

は ポ ー トBに 対 し て割 り込 み マ ス クをtッ トし て.ピ

ッ ト ・モ ー ドの 削 り込 み を起 こ さ せ な い よ う に す る必

要が あ り ます.

く図12》

外部信 号(百 百 而

百 う に よ るPloRεsεT

の リセ ッ ト

PIO

阿

・PIOの リセ ッ ト

PIOに は リtッ ト端 子 は あ り ませ ん が,パ ワ ー オ

ン ・ク リヤ 回路 が 内 蔵 さ れ て お り.電 源 を投 入 す る と

PI'Oは リセ ッ トさ れ ます 。PIOカ 「リ七 ッ トさ れ る

と次 の よ うな状 態{二 な り ます.す な わ ち,

Cl)A.B両 ポ ー トの マ ス ク ・レ ジ ス タ は す べ て セ ッ

トさ れ,割 り込 み 禁 止 状 態 に な り ます.

・(2}A.B両 ポ ー トの デ ー タ ・パ ス は ハ イ ・イ ン ピー

ダ ン スに さ れ.ハ ン ドシ ェ ー ク信 号.レ デ ィは.L・ 、

に な り ます.そ して モ ー ド1が プ リセ ッ トさ れ ま す.

(3)割 り込 み ベ ク トル ・レ ジ ス タ の 状 襲 は 変 化 し ませ

ん.

(4}各 ポ ー トの割 り込 み イネ ー ブ ルFFは ク リヤ さ れ

ます.

(5)各 ポ ー トの デ ー タ 出 力 レ ジ ス タ は ギ ロ に リセ ッ ト

さ れ ます.

パ ワー オ ン ・ク リヤ の ほ 炉 にPIOはRDお よ び

10RQを ・H・ に して,M1だ け を 単 独 に.L・ に † る こ

と に よ り,ク リヤ す る こ とが で き ます.し た が っ て.

図12の よ う に ゲ ー トを一 つ 設 け るだ けで,任 意 の 時 点

にPIOを ク リヤ す る こ とが で きiす.た だ し.PIO

を リセ ッ トす る に は最 低2ク ロ ッ ク期 間 雨 一を ・L・

に † る必 要 が あ り ます.

な おPIOに リ七 ッ ト入 力 が な い の は ピン の 数 に 制 限

が あ る.ため で す.

Z80PIOの プ ログラ ミング

Z80PIOに 対 し て所 望 の 動 作 を 行 わ せ るた め に は.

以 下 に 説 明 † る コ ン ト同一 ル ・ワ ー ドを ポ ー トの コン

トロ ー ル ・レ ジ ス タ に ロ ー ド† る 必 要 が あ りま す.コ

ン ト ロー ル ・レ ジ ス タ はC/D=1に よ り ア ク セ ス さ

れ ま †.

⇒ 動 作 モ ー ドの 設 定

Z80PIOの モ ー ド ・ワー ドを 図13に 示 し まT.こ

の モ ー ド ・ワ ー ドの 下 位4ピ ッ トは 常 に'1'で あ り・

上 位2ピ ッ トに よ り四 つ の モ ー ドの う ちの 一 つ を 選 択

し ま†.ピ ッ ト5と ピ ッ ト4は'Don'tCare'で あ り・

値 は 何 で あ っ て もか まい ませ ん・

モ ー ド3の ピ ッ ト ・モ ー ドをxatNし た 場 合 に は.次

の コ ン トロー ル ・ワー ドは 図14`二 示 す デ ー タ ・デ ィ レ

ク シ 。 ン.ワ_ド で なtrttば な り ±ttん.こ の ワ ー ド
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モ ー ドワ ー ド

D7D6DsDaD)DlDiDo

Hl ㌦ × x 1 1 ハ 1

(' 0 モ ー ド0(出 力 モ ー ド)

O 1 モー ド1(入 力モー 利

1 0 モ ー ド2《双 方 向 モ ー ド}

1 1 モ ー ド3(ビ っ ト・モ ー1つ

モ ー ド・ワ ー ドの 鎗 セレクトeれ るモード

OF`6 モ ー ド0

4F`6 モ ー ド1

8F1` モ ー ド2

CF`6 モ ー ド3

《図13》

Z80PIOの モー ド・

ワー ド.モ ー ド ・ワ

ーーードの ピ ッ ト3～O

は常 に■1・ で あ り.

ピ ッ ト5.4はDon't

Careで あ る

く図14》Z80PIOの デ ー タ ・デ ィレ クシ 日ン ・ワー ド

D706D5D,0】D?DIDo

1/OJSto61!051!041!031/021!Olt!q)

1/O・ ・0ピ ッ トn口 出 力

1/Oot1ビ ッ トn・ λ カ

PIOの ポー トをモ ー ド3(ピ ッ ト ・モー ド)`:設 定 † るモ

ー ド ・ワー ド(CFi.}を 送 っ た 直後 の コ ン トロー ル ・ワー

ドは,こ のデ ー タ ・デ ィレ ク シ ・ン ・ワー ドで な け れ ば な

らな'い.

は モ ー ド3に 指 定 さ れ た ポ ー トの 各 ピ ッ トの 入/出 力

を規 定 し ま す.こ の ワ ー ドの ピ ッ トnが'0'で あ る

と,ポ ー トの ピ ッ トnは 出 力 とな り,ピ ッ トnが'1'

で あ る と,ポ ー トの ピ ッ トnは 入 力 とな り ま す.

く図15》Z80PIOの イ ンタ ラ プ ト ・コ ン トロー ル ・ワ..

ド.下 の コン トロー ル ・ワ ー ドは,PIO中 の イ ン タラ プ ト.

イ ネー ブルFFだ け をセ ッ ト/リ セ ッ トす6の に用 い らh

る

D7D6DsD4D)D7DlDo
コ マ ン ドワ ー ド

イネ ーープル ・2ン タ ラプ ト《臨b回 ・1・w・1)…1て ⇔

07D6DsD,D]D7DtDo

〈図16>Z80PIOの イ ン タラ プ ト ・マ ス ク ・ワー ド

07D6DsD4D)02DlDo

岡87 HB6 MB5 . MB. MB】 M8～ MB1 H80

MB・-Oの 鳩合.ピ ッ トnが
インタラプ トの対 象となる

〈図17>Z8qPtoの イ ンタ ラ プ ト ・ベ クFル

D7D6D50,D3D?D1'Do

V7 V6 V5 V4 V3 V2 Vハ VO

・イ ン タ ラ プ ト ・コ ン トロ ー ル

図15t:Z80PIOの イ ン タ ラ プ ト ・コ ン ト ロー ル ・

ワー ド を示 し ます.イ ン タ ラ プ ト ・コ ン ト ロー ル ・ワ

r－ ドは2種 類 あ り ま †.ま ず 下 位4ピ ッ トが'0111・ の

コ ン トロ ー ル ・ ワー ド{図15の 上)に つ い て 説 明 し ま す.

こ の ワー ドの ピ ッ ト7は イ ネ ー ブ ル ・イ ン タ ラ プ ト・フ

ラ グ で あ り,こ の ピ ッ トが'1'で あ る と当技 ポ ー ト

の 割 り込 み は'可'と な り.'0'で あ る と'否'と な

り ます.

こ の ワー ドの ピ ッ ト6～4は モ ー ド3`二 お い て の み

有 効 で †.ピ ッ ト4が'ズ で あ る と 「この コ ン トロ'

一 ル ・ワー ドの 後`二 図16の イ ン タ ラ プ ト ・マ ス ク ・ワ

ー ドbtロ ー ドさ れ る そ'JとL、 う宣 言{:な りま
.† ・

イ ン タ ラ プ ト ・マ ス ク ・ワー ドは ●入 力'と 指 定 さ

れ た ピ ッ トの う ち,割 方 込 み の 対 象 とな らな い ピ ッ ト

・を 指 定 す る ワ ー ドで す .MB。=1で あ る と ピ ッ トnt:

対 して マ ス クが か か り,そ の ピ ッ トは刷 り込 み の 対 象

か ら除 外 さ れ ま†.な おPIOは リ セ ッ トさ れ る と全 ピ

ポ ー トA,ポ ー トBに 対 して独 立 の ベ ク トル を 設定 で きる

ヅ トに対 して マ ス ク を ・1・ に した状 態 に な り ます.

イ ン タ ラ プ ト ・ コ ン トロ ー ル ・ワ ー ドの ピ ッ トち は、

マ ス ク の か か っ て い な い ピ ッ トの割 り込 み を'H'で

有 効 に す るの か,'L'で 有 効 に す るの か の 指 定 を行 い

ます.こ の ピ ッ トが'ビ で あ る と'H'が 有 効 で あ

り,'O'で あ る と'Lロ が 有 効 とな り ます.

この ワ ー ドの ピ ッ ト6は マ ス クの か か っ て い な い す

ぺ て の ピ ッ トが 有 効 極 性 とな っ た 場 合 に割 り込 み を 発

生 す る の か(AND機 能).あ る い は1ピ ッ トで も有 効

、極 性 の ピ ッ トが あ れ ば 割 り込 み を 発 生 さ せ る の か(OR

機 ㈲ の 指 定 を 行 い ま †.ピ ッ ト6が'1'で あ る と

AND機 能 が 働 き,'0'で あ る とOR機 能 が 働 き ま す 。

次 に 下 位4ピ ッ トが'OOII'で あ るイ ン タ ラ プ ト ・

コ ン トロ ー ル ・ワ ー ド(図:5の 下)に つ い て 説 明 し ま

す.こ の ワ ー ドは 割 り込 み に関 す る 他 の 条 件(マ ス ク.

AND/OR.ハ イ/同 一)`:影 響 を・与 え る こ と な く.

PIO内 部 の イ ン タ ラ プ ト ・イ ネ ー ブ ル ・フ リ ップ フ ロ

ップ だ け を セ ッ ト/リ セ ッ トす る の に用 い られ ま†.
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、

コ ー デ ィ ン グ フ ロー

<図18>'Z80PIOの プ ロ グラ ミング ・フ ロー

デ ーク ・デ イ レク

シ ョン ・ワ ー ド

イ ンタ ラ プ ト・

マ スク ・ワ ー.ド

インタラプ ト・
ベク トル

D7D6DsD403・02DtOo・

0706DsO4D3D?DlDo

OTO6D5D4010?OtDo

泊り込みを
使用するか

〈図19>PIOを モ ー ド3で 動 か す例

PAo

Z80PIO

ポ ー トAモ ー ド3

PAr・ 出 力

PAo－ 入 力.'H・ で

抑 リ込 み 可

0ポ ー トAがPATを ・H・にす ると,
ポ ー ト8に 対 して割 り込み が か

か る
●14'リ 込み をh、け られ たポ ー ト8

は,ポ ー トAのPATを クリヤ し、
た後P80を ・H㍗こする

●PB7が ・卜1鎗なの でPAoが ・H.と
な リポ ー トA`二8噌リ込みカ《力、カ、る

0割 り込み をかけられたポー トA
はポー ト8のP80を ク リヤ した後

0に 戻 る

ポ ー ト8モ ー ド3

PB7一 入 力.'H'で

菖IIリ込 み 可

PBo■ 出 力

図18に プ ログ ラ ミ ング ・フ ロー を示 し ます.

'イ ン タラプ ト ・ベ ク トル の ロー ド

図:7C二Z80PIOの イ ンタ ラプ ト・ベ ク トル を示 し

ます.PIOは ポー トA.ポ ー トBそ れ ぞれが イ ンタ ラ

プ ト・ベ ク トル ・レジ スタ を持 っ てい ますので ,各 ポ

～ ト`二対 して独立 のベ ク トル を設定で きます.

以上 のZ80PlOの プ ログ ラ ミング の ま とめ として,

一27一



資 料2.抽 出 し た 情 報 を 種 類 ご と に 定 め ら れ た フ ォー マ ッ トに 変 換 す る

① コ マ ン ド ワ ー ド

・ コ マ ン ド ワ ー ド1

ビ ッ ト番 号 設定条件1 設定条件2

0 固定 一

1' 固定 一

2 固定 一

3 一

固 定'

4 マ ス ク ・フ ォ ロ ー ズ 有 効 マ ス ク ・ フ ォ ロ ー ズ 無 効

5 High Low

6 AND OR

7 イ ネ ー ブ ル ・イ ン タ ラ プ ト デ ィ ス イ ネ ー ブ ル ・ イ ン タ ラ プ ト

一28一



・ コ マ ン ド ワ ー ド2

ビ ッ ト番 号 設定 条 件1 設定条件2

0 0ビ ッ ト割 り込 み 対 象 0ビ ッ ト割 り込 み 非 対 象

1 1ビ ッ ト割 り 込 み 対 象 1ビ ッ ト割 り込 み 非 対 象

2 2ビ ッ ト割 り込 み 対 象 2ビ ッ ト割 り込 み 非 対 象

3 3ビ ッ ト割 り込 み 対 象 3ビ ッ ト割 り込 み 非 対 象

4 4ビ ッ ト割 り込 み 対 象 4ビ ッ ト割 り込 み 非 対 象

5 5ビ ッ ト割 り込 み 対 象
.

5ビ ッ ト割 り込 み 非 対 象

6 6ビ ッ ト割 り込 み 対 象 6ビ ッ ト割 り込 み 非 対 象

7 7ビ ッ ト割 り込 み 対 象 7ビ ッ ト割 り込 み 非 対 象
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② モ ー ド ワ ー ド

・ モ ー ド ワ ー ド1

ビ ッ ト番 号 設定条件1 設定条 件2

0 固定 一

1 固定 一

2 固定 }

3 固定 一

4 一 一

5 一 一

6 モ ー ド0・ モ ー ド2 モ ー ド1・ モ ー ド3

7 モ ー ド0・ モ ー ド1 モ ー ド2・ モ ー ド3
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・ モ ー ド ワ ー ド2

ビ ッ ト番 号 設定条件1 設定 条件2

0 入力 出力

1 入力 出力

Il ll

6 入力 出力

7 入力 出力
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③ ア クセ ス情 報

機能 信号

デ ー タ バ ス ← ポ ー トAデ ー タ B/A(L),C/D(L)

ポ ー トAコ ン ト ロ ー ル ← デ ー タ バ ス B/A(L),C/D(H)

デ ー タ バ ス ← ポ ー トBデ ー タ B/A(H),C/D(L)

ポ ー トBコ ン ト ロ ー ル ← デ ー タ バ ス B/A(H),C/D(H)
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④ 設 定 フ ロ ー

リ ン グ 番 号 動作 リ ン ク 番 号1 リ ン ク 番 号2 リ ン ク番 号3

0 モ ー ド ワ ー ド ・ セ ッ ト 1

1 モ ー ド3? 2 3

2 デ 一 夕 デ ィ レ ク シ ョ ン

ワ ー ド ・ セ ッ ト

3

3 イ ン タ ラ プ ト ・ コ ン ト

ロ ー ル ワ ー ド ・ セ ッ ト

4

4 マ ス ク ・ フ ォ ロ7ズ? 5 6

5 イ ン タ ラ プ ト ・

マ ス ク ワ ー ド ・ セ ッ ト 6

6 割 り込 み を使 用 す る か? 7 8

7 イ ン タ ラ プ ト ・

ベ ク トル ・ セ ッ ト

8

8 完了 end
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